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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 2,540 8.6 183 ― 162 ― 131 △51.0
26年3月期第2四半期 2,338 0.3 △19 ― △53 ― 267 17.6

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 209百万円 （△30.1％） 26年3月期第2四半期 300百万円 （36.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 13.13 ―
26年3月期第2四半期 26.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 5,463 730 13.3 73.02
26年3月期 5,255 566 10.7 56.58
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 728百万円 26年3月期 564百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ― ―
27年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,010 ― 245 ― 195 ― 155 ― 15.53



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示を
ご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連
結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は本資料の発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確定な要因に係る仮定を前提としています。実際の業績は今
後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 10,000,000 株 26年3月期 10,000,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 21,183 株 26年3月期 20,528 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 9,979,144 株 26年3月期2Q 9,979,692 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安基調もあり輸出環境を下支えした半面、消費増税後の落ち

込みや円安によるマイナス要因に加え、天候不順による影響もあり、総じて停滞感の中推移いたしました。世界経済

は、堅調に推移した米国、改善傾向にあるユーロ圏等、好転の兆しはあるものの、領土・民族・宗教紛争による経済

への波及拡大も懸念されており、中国や新興国の成長率鈍化も見られるなか、今後の展開は予断を許さない状況にあ

ります。 

当社グループにおきましては、鉄鋼関連製品、産業用機械および精密機械部品を中心に概ね順調に推移し、主力の

情報産業用刃物の持ち直しもあった結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高が前年同四半期比

8.6％増の25億40百万円となりました。損益面におきましては、売上高の増加に加え、売上構成に占める収益性の高

い製品比率が増加したことや諸経費削減等により、営業利益１億83百万円（前年同四半期は営業損失19百万円）、経

常利益１億62百万円（前年同四半期は経常損失53百万円）、四半期純利益は１億31百万円（前年同四半期比51.0％

減）となりました。 

ア）機械刃物及び機械・部品 

  当セグメントにおきましては、情報産業用刃物の持ち直しに加え、鉄鋼用刃物、産業用機械及び部品、製紙パルプ

用刃物、その他も堅調に推移し、売上高は23億円（前年同四半期比8.3％増）となり、セグメント利益は２億91百万

円（前年同四半期比207.6％増）となりました。 

イ）緑化造園 

  当セグメントにおきましては、造園工事及び管理業務が堅調に推移し、加えて東日本大震災の復興工事関連の動き

もあり、売上高は２億39百万円（前年同四半期比11.8％増）となり、セグメント利益は16百万円（前年同四半期比

35.6％増）となりました。 

  
（２）財政状態に関する説明 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて7.9％増加し、33億95百万円となりました。これは主として受取手形及び

売掛金の増加などによるものです。  

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し、20億67百万円となりました。これは主に機械装置及び運搬

具などの有形固定資産の減少などによるものです。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて4.0％増加し、54億63百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、36億13百万円となりました。これは主として賞与引当金の

増加などによるものです。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.9％減少し、11億19百万円となりました。これは主として長期借入金の

減少などによるものです。  

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.9％増加し、47億32百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて29.0％増加し、７億30百万円となりました。これは主として四半期純利

益の計上などによるものです。  
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（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ51百

万円増加し、８億30百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、１億55百万円（前年同四半期は１百万円の増

加）となりました。これは主に売上債権の増加額２億70百万円などがあったものの、税金等調整前四半期純利益が１

億62百万円、減価償却費１億１百万円、退職給付に係る負債の増加額80百万円、たな卸資産の減少額78百万円などが

あったことを反映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は４百万円（前年同四半期は３億25百万円の増加）

となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出６百万円などがあったことを反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は95百万円（前年同四半期は３億13百万円の減少）

となりました。これは主に長期借入金の返済による支出82百万円などがあったことを反映したものであります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年10月31日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確定な要因に係る仮

定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

【会計方針の変更】 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を、割

引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支

払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

この結果、当第２四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が45百万円増加し、利益剰余金が45百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす

影響は軽微であります。 

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

当社グループは、当第２四半期連結累計期間において営業利益、経常利益および四半期純利益を計上したものの、

前連結会計年度まで２期連続の営業損失および経常損失を計上しており、本格的な業績の回復までには至っておりま

せん。 

また、定期的に取引金融機関からの借入金の返済条件の変更を受け、約定どおり返済しているものの、依然として

手元資金残高に比して１年内返済予定の長期借入金残高の水準が高いため、今後、現在の約定どおりの返済に支障を

来すおそれがあります。 

以上により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは、当該状況を解消するために平成23年12月に策定した再生計画書に基づき、毎期計画を更新して業

務改善活動を進めており、引き続き以下の諸施策の実現に向けて取り組んでおります。 

１．収益性の向上 

①高精度精密製品等付加価値製品の売上拡大に注力し、売上総利益率の向上を図っております。 

②原材料費、外注費をはじめとする製造原価の削減を行い、低利益率製品の見直しを図っております。 

③給与体系の見直しならびに事業規模に応じた人員体制の見直し等を通じ固定費の削減を図っております。 

２.財務体質の改善 

取引金融機関との間で平成26年７月以降の長期借入金の変更契約を締結し、返済条件が緩和されております。 

以上により、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在しております。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業の前提として作成しており、このような継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 860 915 

    受取手形及び売掛金 1,295 1,565 

    製品 217 204 

    仕掛品 339 311 

    原材料及び貯蔵品 404 364 

    繰延税金資産 9 12 

    その他 29 27 

    貸倒引当金 △8 △5 

    流動資産合計 3,147 3,395 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 674 649 

      機械装置及び運搬具（純額） 445 397 

      その他（純額） 486 486 

      有形固定資産合計 1,606 1,532 

    無形固定資産 11 11 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 402 436 

      繰延税金資産 36 35 

      その他 78 79 

      貸倒引当金 △28 △27 

      投資その他の資産合計 489 523 

    固定資産合計 2,107 2,067 

  資産合計 5,255 5,463 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 530 520 

    短期借入金 2,768 2,773 

    リース債務 16 14 

    未払法人税等 22 26 

    賞与引当金 21 48 

    その他 200 230 

    流動負債合計 3,559 3,613 

  固定負債     

    長期借入金 359 271 

    リース債務 15 18 

    繰延税金負債 28 40 

    退職給付に係る負債 679 741 

    役員退職慰労引当金 25 26 

    環境対策引当金 21 20 

    固定負債合計 1,129 1,119 

  負債合計 4,689 4,732 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 500 500 

    資本剰余金 194 194 

    利益剰余金 △45 40 

    自己株式 △3 △3 

    株主資本合計 645 730 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 58 78 

    為替換算調整勘定 22 17 

    退職給付に係る調整累計額 △161 △98 

    その他の包括利益累計額合計 △80 △2 

  少数株主持分 1 1 

  純資産合計 566 730 

負債純資産合計 5,255 5,463 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 2,338 2,540 

売上原価 1,842 1,864 

売上総利益 496 676 

販売費及び一般管理費 515 493 

営業利益又は営業損失（△） △19 183 

営業外収益     

  受取利息 1 1 

  受取配当金 3 2 

  持分法による投資利益 3 3 

  その他 18 17 

  営業外収益合計 25 25 

営業外費用     

  支払利息 44 38 

  その他 15 7 

  営業外費用合計 60 45 

経常利益又は経常損失（△） △53 162 

特別利益     

  固定資産売却益 185 - 

  投資有価証券売却益 174 - 

  特別利益合計 360 - 

特別損失     

  固定資産除却損 16 - 

  災害助成金返還額 4 - 

  特別損失合計 20 - 

税金等調整前四半期純利益 286 162 

法人税、住民税及び事業税 18 32 

法人税等調整額 0 △0 

法人税等合計 18 31 

少数株主損益調整前四半期純利益 267 131 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 267 131 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 267 131 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 9 20 

  為替換算調整勘定 13 △5 

  退職給付に係る調整額 - 63 

  持分法適用会社に対する持分相当額 9 0 

  その他の包括利益合計 32 78 

四半期包括利益 300 209 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 299 209 

  少数株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 286 162 

  減価償却費 137 101 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 △4 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 3 27 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 22 - 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 17 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2 0 

  受取利息及び受取配当金 △4 △4 

  持分法による投資損益（△は益） △3 △3 

  固定資産売却損益（△は益） △185 - 

  投資有価証券売却損益（△は益） △174 - 

  支払利息 44 38 

  固定資産除却損 16 - 

  災害助成金返還額 4 - 

  売上債権の増減額（△は増加） △74 △270 

  たな卸資産の増減額（△は増加） 86 78 

  仕入債務の増減額（△は減少） △47 △9 

  その他 △33 84 

  小計 59 217 

  利息及び配当金の受取額 5 5 

  利息の支払額 △44 △39 

  災害助成金の返還額 △4 - 

  法人税等の支払額 △15 △28 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1 155 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 △68 △71 

  定期預金の払戻による収入 74 68 

  有形固定資産の取得による支出 △52 △6 

  有形固定資産の売却による収入 191 - 

  有形固定資産の除却による支出 △5 - 

  投資有価証券の売却による収入 179 - 

  その他 5 4 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 325 △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △30 - 

  長期借入金の返済による支出 △262 △82 

  リース債務の返済による支出 △21 △13 

  その他 △0 △0 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △313 △95 

現金及び現金同等物に係る換算差額 11 △4 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24 51 

現金及び現金同等物の期首残高 624 778 

現金及び現金同等物の四半期末残高 649 830 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当社グループは、当第２四半期連結累計期間において営業利益、経常利益および四半期純利益を計上したものの、

前連結会計年度まで２期連続の営業損失および経常損失を計上しており、本格的な業績の回復までには至っておりま

せん。 

また、定期的に取引金融機関からの借入金の返済条件の変更を受け、約定どおり返済しているものの、依然として

手元資金残高に比して１年内返済予定の長期借入金残高の水準が高いため、今後、現在の約定どおりの返済に支障を

来すおそれがあります。 

以上により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは、当該状況を解消するために平成23年12月に策定した再生計画書に基づき、毎期計画を更新して業

務改善活動を進めており、引き続き以下の諸施策の実現に向けて取り組んでおります。 

１．収益性の向上 

①高精度精密製品等付加価値製品の売上拡大に注力し、売上総利益率の向上を図っております。 

②原材料費、外注費をはじめとする製造原価の削減を行い、低利益率製品の見直しを図っております。 

③給与体系の見直しならびに事業規模に応じた人員体制の見直し等を通じ固定費の削減を図っております。 

２.財務体質の改善 

取引金融機関との間で平成26年７月以降の長期借入金の変更契約を締結し、返済条件が緩和されております。 

しかしながら、これらの対応策に関して、収益性の向上については、今後の経済環境の変化による影響を受け計画

どおりに推移しない可能性があります。また、財務体質の改善については、取引金融機関との協議を継続していく必

要があります。 

以上により、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在しております。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業の前提として作成しており、このような継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

機械刃物及び機械・部品 緑化造園 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 2,124 214 2,338 

  セグメント間の内部売上高 
 又は振替高 

─ 0 0 

計 2,124 214 2,338 

セグメント利益 94 12 107 
 

  （単位：百万円）

利 益 金 額 

報告セグメント計 107 

セグメント間取引消去 0 

全社費用（注） △127 

四半期連結損益計算書の営業損失 △19 
 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

機械刃物及び機械・部品 緑化造園 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 2,300 239 2,540 

  セグメント間の内部売上高 
 又は振替高 

― 0 0 

計 2,300 239 2,540 

セグメント利益 291 16 308 
 

  （単位：百万円）

利 益 金 額 

報告セグメント計 308 

セグメント間取引消去 0 

全社費用（注） △125 

四半期連結損益計算書の営業利益 183 
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３．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に及ぼす影響は軽微であります。 

  

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．その他 

生産、受注及び販売の状況 

 １．生産実績 

  当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 金額は販売価格であり、セグメント間の取引については相殺処理しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
 ２．受注実績 

  当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ セグメント間の取引については相殺処理しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
 ３．販売実績 

  当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ セグメント間の取引については相殺処理しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 

セグメントの名称 生産高（百万円） 前年同四半期比（％） 

機械刃物及び機械・部品 2,238 8.2 

緑化造園 239 11.8 

合   計 2,478 8.6 
 

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同四半期比(％) 受注残高（百万円） 前年同四半期比(％)

機械刃物及び機械・部品 2,327 3.4 775 △1.8 

緑化造園 275 △15.0 96 △41.2 

合   計 2,603 1.1 872 △8.6 
 

セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同四半期比（％） 

機械刃物及び機械・部品 2,300 8.3 

緑化造園 239 11.8 

合   計 2,540 8.6 
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６．補足情報 

（1）当第２四半期累計期間製品別売上高及び前年同四半期並びに前事業年度との比較（個別） 

（注）売上高金額欄の（ ）は輸出分であります。 
  

（2）当第２四半期累計期間製品受注高及び前事業年度との比較並びに当第２四半期累計期間受注残高
（個別） 

 

  
前第２四半期累計期間 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成25年９月30日） 

当第２四半期累計期間 
（自 平成26年４月１日 

  至 平成26年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

区分 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

鉄鋼用刃物 
393 19 402 18 801 19 

(26)   (21)   (44)  

合板用刃物 
93 5 88 4 196 5 

(26)   (19)   (58)  

製紙パルプ用
刃物 

227 11 252 12 477 12 

(8)   (12)   (21)  

情報産業用刃
物 

581 28 554 25 1,156 28 

(58)   (53)   (99)  

製本用刃物 
26 1 36 2 48 1 

(7)   (11)   (9)  

産業用機械及
び部品 

425 21 491 23 856 21 

(38)   (43)   (68)  

その他 
296 15 350 16 608 14 

(29)   (33)   (62)  

合  計 
2,043 100 2,175 100 4,140 100 

(195) (10) (196) (9) (364) (9)
 

  
前第２四半期累計期間 
（自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日） 

当第２四期累計期間 
（自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日）

前事業年度 
（自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日） 

当第２四半期 
会計期間末 
受注残高 

(平成26年９月
30日現在) 

区分 
金額 

（百万円） 
構成比（％） 

金額 
（百万円） 

構成比（％）
金額 

（百万円） 
構成比（％） 金額（百万円）

鉄鋼用刃物 382 18 400 18 812 19 176 

合板用刃物 98 5 97 5 211 5 34 

製紙パルプ用
刃物 

240 12 239 11 485 12 48 

情報産業用刃
物 

605 29 545 25 1,144 27 119 

製本用刃物 26 1 30 1 55 1 7 

産業用機械及
び部品 

403 20 532 25 837 20 212 

その他 306 15 318 15 673 16 83 

合  計 2,063 100 2,164 100 4,221 100 683 
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